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1. はじめに 

近年，タンクローリー車など車輌事故による炎上あるいは不審火や放火などにより，橋梁が火災を受ける

事例が多く報告されている 1)．橋梁が火災を受けると，最悪の場合，落橋も考えられ，落橋に至らない場合

でも，調査や補修・補強などによる長期間の交通規制が必要となる． 

そこで，本文では，火災を受けた橋梁に対する診断法の確立を目指して，高架橋として多く採用されてい

る合成桁橋の直下で火災が発生した場合を想定した加熱実験 2)を行い，合成桁のたわみ変化を測定するとと

もに，解析値との比較・検討を行った結果について報告する． 

 

2. 実験概要 

加熱実験に用いた供試体の側面図および断面図を図-1に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験供試体は，合成床版を有する合成桁であり，

加熱範囲は，支間中央の 4.0m 範囲とした．実験

供試体には，実橋を想定し，支間 30mの合成桁の

支間中央下フランジに後死荷重により生じる応力

と同等の応力を作用させるため，図-1に示すよう

に，床版上に敷鉄板を数枚載荷した．加熱試験(火

災温度－時間関係)は，橋梁直下でタンクローリー

が横転・炎上したことを想定し，ヨーロッパの設

計規準(Eurocode)で規定されている炭化水素曲線

(最高：1100℃)で行った 3)．たわみの計測は，両端

部および端部から支間長の 1/4，1/2，3/4の位置に

変位計を設置して行った．  

 

3. たわみの算定 

まず，加熱実験による各部材の受熱温度および Eurocode における鋼材の降伏強度とヤング係数の低下率を 
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(a) 側面図 
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図-2 実験供試体の受熱温度 

 

(b) 断面図 

図-1 実験供試体の側面図および断面図 (単位：mm) 
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それぞれ図-2および図-3に示す 4)．加熱により合

成桁に生じるたわみは，曲げ，せん断ならびに温

度差の 3 つが考えられる．そこで，曲げおよびせ

ん断は，図-2の受熱温度の測定結果に基づき，各

部材のヤング係数の低下を考慮して算出する．一

方，温度差は，断面内において鋼桁の受熱温度が

支配的であると考え，上フランジと下フランジと

の温度差による曲率を用い算出する． 

 

4. 比較・検討 

実験における支間中央たわみの測定結果および

解析結果を図-4に示す． 

図-4 より，加熱開始から約 12 分まで，測定値

と解析値は，良好な一致を示した．しかし，それ

以降，両者には，大きな差異が見られた．その要

因として，図-2より，12分時のウェブおよび下フ

ランジの受熱温度は，約 830℃となっており，図

-3より，ヤング係数が常温時の 10%程度まで低下

していることを考慮すると，荷重に対して抵抗で

きず，曲げ剛性が大きく低下したと考えられる． 

そこで，各鋼部材の受熱温度が 830℃に達した

時点で抵抗断面として考慮しないと仮定し，順次，

抵抗断面を変化させ，たわみを算出した．その結

果を図-5に示す．なお，直接，熱に曝されていな

い区間は，桁の受熱温度が 830℃以下であるため，

抵抗断面は合成桁断面と仮定した．図-5より，抵

抗断面を加熱開始から 12 分までは合成桁断面，

12~19 分では合成床版と上フランジの合成断面，

19~21 分では合成床版断面，21 分以降 RC 床版断

面として取り扱うと，支間中央および ℓ/4(3ℓ/4)位

置の解析値は，比較的測定値と近い結果となった．  

 

5. まとめ 

 本研究より，加熱時の合成桁のたわみは，受熱

温度に応じて抵抗断面を変化させることで比較的

精度良く推定できることがわかった．また，下フ

ランジとウェブを無視した後は，せん断および温

度差たわみは考慮せず，上フランジと底鋼板の剛性の低下 

による曲げたわみのみを考慮すればよいことがわかった． 
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図-3 鋼材の降伏強度およびヤング係数の低下率 4)
 

 

測定値 

曲げ 

せん断 

温度差 

解析値合計 

図-4 支間中央たわみの測定値と解析値 
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図-5 たわみ(抵抗断面変化) 

 

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-6-

 

CS2-003

 


